
１．はじめに 

キャリア教育において自分のキャリアを構想

し選択する場面において、自分なりの判断基準が

明確でないために「なんとなく」というモヤモヤ

感を抱えたまま選択したり、決断を先送りするこ

とがある。その結果、キャリア形成が停滞し、学

生生活のみならず卒業後の社会人生活にも影響

が波及するなど、同じ問題の繰り返しや、新たな

問題への拡大につながることが懸念される。 

本研究では、自己理解を深めて自らの価値観を

言語化することで、しっくり感のある判断基準を

言語化し、主体的で有機的なキャリア形成を促す

力を育成するための授業開発について報告する。 

２．キャリア形成の流れ 

2025年度前期の専門授業「キャリアプラン（総

合科学部 2 年生）」でキャリア形成の流れを確認

するために主観的評価による調査をした（図 1）。

その結果、内発的キャリア形成を育む流れ（Will

→Can→Must）とその逆の外発的キャリア形成を

育む流れ（Must→Can→Will）の比率が、3.5：6.5

となり、キャリア形成の流れの比率が外発側に偏

重していることが分かった。この傾向の重要な要

因の一つとして、自己判断の基準が「なんとなく」

で曖昧で言語化できない状態であることから受

動的（他者依存傾向）にあることが推測された。 

図 1 キャリア形成の流れ 

３．「なんとなく」という感覚に対する感性の鋭

敏さと表現力  

表１は 2024 年度に本学の総合科学部と理工学

部の 2 年生を対象とした授業「キャリアプラン」

で実施した「なんとなく」という曖昧な感覚に関

する調査結果を示す。学部別の調査結果は大差が

なくほぼ同様の傾向を示している。両学部合計で

みると鋭敏さ（「なんとなく」を感じる難易度）に

ついては、46.5%が「困難」「やや困難」と回答し

ている。また、表現力（「なんとなく」を表現する

難易度）については、55.9%が「困難」「やや困難」

と回答している。この結果から、「なんとなく」と

いう曖昧な感覚を解消するために、学生の感性に

関する鋭敏さや表現力を向上することがキャリ

ア教育課題のひとつと推測される。

表１ 自己理解における感性の鋭敏さと表現力

 

４．課題解決策について 

4-1.「なんとなく」を言語化する

学生が「なんとなく」という曖昧な感覚（以降、

フェルトセンス１）と呼称）を表現するための感性

やスキルを涵養する教育が実現できれば、キャリ

アを構想し選択する精度が向上する。そのために、

フェルトセンスを感じ取り、それを言語化してい

くフォーカシング２）という手法や「フェルトセン

ス」を直接言語化する前に非言語で表現するアー

ト教育等を組み合わせて、段階的に言語化につな

げることが効果的な教育となると考えられる（図

2）。 

図 2 言語表現までの流れ 

注１）フェルトセンスとは、モヤモヤする感じ・

質　問
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困　　難 4 3.8 30 5.2 34 5.0 10 9.4 60 10.5 70 10.3
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ザワザワする感じといった体の感覚としては感

じるものの、何とも表現しがたく、うまく伝えた

りできないようなことを指す。フェルトセンスは、

単に身体的感覚というだけではなく、それ以外の

何かがありそうだという意味を含んでいるもの

（意味のある感覚）と言える。 

注２）フォーカシングとは、フェルトセンスに触

れ、フェルトセンスとの関わりを通して自分への

理解を深めていくための技法として開発された

もの（図 3）。さらに、フェルトセンスにしっくり

感が得られることをフェルトシフトと呼ぶ。 

4-2．フォーカシングを取り入れた授業の開発

今回新規に開発した授業の科目名を「曖昧さの

言語化～納得感のある自己理解～」とし、教養教

育科目（対象：全学部全学年／定員：初年度 30名

程度とし、次年度以降は順次定員を拡大する予定）

として 2026 年度後期に開講する予定である。現

在、開講に向けて授業具体的内容の開発を行って

いる段階であり、本研究の報告では、その概要に

ついて述べる。 

（１）授業の概要

本科目では、多様なワークショップや豊かなキ

ャリアを築いている人々との交流を通じて、言葉

ではうまく表現できないが確かに大切な意味を

含んだ「あいまいな感覚（フェルトセンス）」に触

れ、自分の価値観の源を感得する。そのうえで、

このフェルトセンスを、アート的手法や対話型ワ

ークを通して「しっくりくる感覚（フェルトシフ

ト）」に醸成させながら、言語化する手法（フォー

カシング）を学ぶ。最終的には、言語化された価

値観をもとに描いた将来ビジョンに対して、具体

的なアクションプランを策定し、主体的で有機的

な正課外活動へとつなげる。 

（２）授業計画

 授業は全 15 講で構成しており、言語化の流れ

（図 2）とフォーカシングの 6 つの動き（図 3）

を軸に構想し、表 2に示す計画を立てた。 

表 2 授業計画 

５．今後の展望と課題 

本研究では、曖昧な感覚を言語化するキャリア

教育の開発について述べてきた。これらの取り組

みによって得られる今後の展望としては、①学生

の判断基準がより明確になり、漠然としたキャリ

ア選択から解放されて、学生生活や社会人生活ま

でのキャリア形成を実現するような垂直展開を

させること、②キャリア選択の判断基準を持つた

めの教育が実現できれば、他のキャリア教育科目

に加えて、キャリア形成や就職支援といった多様

なキャリア支援業務の改善に水平展開させるこ

とが期待できる。次に今後の課題であるが、今回

のような潜在的な価値観を意識して言語化する

ことに対する授業の体系を構築できたが、教育実

施段階の逐次改善はもとより、正課外の実践段階

におけるセルフマネジメントの継続習慣化にも

注目していきたい。 

令和７年度 SPOD共通事業　全学FD推進プログラム 第21回大学教育カンファレンスin徳島 口頭発表B① 9：15B9：35 




